
フォトハイク In安曇野 

日 程 ：4月 20日（土）～4月 21日（日） 

参加者 ：前山さん（写真講師） 

    ：L丸山（典）、SL藤、北村、具志堅、鈴木（一）、渡部（誠）、松藤、須田 

     保坂、相原、鈴木（ひ）、鈴木（夫）、佐藤（雅）、青柳、和田（勝） 16名 

4月 20日（土）晴れ 

 快晴の松戸市民劇場前に、写真の腕を上げたい人、飲み放題の宿で参加を決めた不謹慎な 

輩が集まり、3台に分乗して出発。鈴木ご夫妻は現地集合です。二日前に現地に入った 

写真講師の前山さんより、満開の桜の写真とともに現場の様子が送られてきます。 

 車は関越道、長野道を順調に進みます。道の両側には満開の桜、正面に雪を被った 

アルプスの山々が見え、皆さんのテンションも一気に上がります。 

 

池田町の桜仙郷で先行の 3名と 

合流し、桜満開の里山を写真を 

撮りながらのハイキングです。 

  

前山講師より被写体の選定や構図、

ぼかし方等々丁寧な説明を聞きな

がらパチリ、パチリ。 

『ズームを最大にしマクロを…』の

説明に『まぐろですかぁ～？』と 

言葉の意味が分からない人も居て 

前山講師も『ん？？』大変です。 

 小高い所に上ったら、目の前に 

アルプスの山々がド～ンと広がり 

白い峰が太陽に輝いていました。 

        【満開の桜仙郷】 

          【後立山連峰・左から爺ヶ岳、鹿島槍、五竜岳】 

参加の皆さんの写真への思いは凄まじく、車道に仁王立ちの人、地面に這いつくばる人 

桜の木の下でエビ反りとなる人等いて、なかなか面白い。 

『いい写真を』への思いが伝わり、あとで皆さんの写真を見るのが楽しみ。 

 写真や景色を十二分に楽しみ、今夜の宿『ビレッジ安曇野』へ。お風呂から出て窓外の 

満月と満開の桜を見ながら早速宴会開始。・・・この後は『カァ～ット』 
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4月 21日（日）晴れのち薄曇り 

 

 早朝四時、雲海の安曇野と朝日に赤く染まる

アルプスの山々を撮る為、気温 5度の中近くの

山で寒さに震えながら日の出を待ったかいも

あり、素晴らし景色を見られまた。 

 いったん宿の風呂で暖をとり、お腹を満タン

にして出発。 

今日は『池田クラフトパーク』周辺の丘を 

撮影しながらのハイキングです。 

撮影の後には楽しみも待っています。 

 

【村の辻にあった道祖神】 

 安曇野はこの季節、家々の庭先や田圃や畑のあぜ道の至る所に花々が咲き、目を楽しませ 

てくれます。また道の辻々に道祖神があり心が和みます。 

 お昼頃にお蕎麦屋 

『藤廼屋』さんに。着いて間

もなく打ち立ての十割そば

が出てきます。しかもこれ

が何ともうまい。 

前もって到着時刻と16名分

の注文を連絡しておいたリ

ーダーの段取り上手に 

『典さん、さすがぁ～』 

皆さん、大盛をペロリ、蕎麦

湯を何杯もお代わりしまし

た。 

    

       

【全員大満足 笑顔・笑顔】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【どれにしようか？】              【あれが常念？】 

最後は、日本酒『大雪渓』の蔵元へ向かいます。楽しみはもちろん試飲。 

数種類のお酒を何杯も何杯もお代りしました。 

そしてお土産もどっさりと買い込みました。 

帰りは事故渋滞等ありましたが、ほぼ時間通りに松戸に到着、お疲れ様でした。 

往復の運転をされた方、また何から何まで段取りの素晴らしいリーダーに感謝。 

最後に、大勢の素人カメラマンの質問に丁寧に答えいただいた前山講師、ありがとうござ

いました。                             Ｗ田 記 
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